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４．指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｂ

指定事業費

内人件費   　  Ｄ

内外部委託費 Ｅ

運営に取り組みます。

サービス改善の状況

インスタグラムでの配信など低年齢層への集客を図るため、情報共有を行ないながらサービス向上と集客アップを実施しています。

観光の振興を図り、地域の活性化を推進するとともに自然環境を保全し、及び育成することで人と自然との
触れ合いの場を創出する。

人件費率　　　　　Ｄ／Ｂ 71.03% 73.53% 73.54% #DIV/0! #DIV/0!

※着色セルは、自動計算としている。

外部委託比率　　 　Ｅ／Ｂ 0.81% 0.84% 0.85% #DIV/0! #DIV/0!

22,658 0 0

1,084,711 1,367,376

区分

自主事業費

コロナ渦の影響が続く中で前年度の赤字分の解消を目標に運営を進めました。入園者は事業計画の96.9％、対前年比98.1％と目標値達成間近と

なりました。指定管理期間の残り2年間での黒字達成の実現に向け、新規自主事業・イベント等の追加を含めて入園者の増加にポイントを絞り、

当園における集客の主役である「ヒマラヤの青いケシ」の開花状況が、温暖化の影響等により年々悪化する状況の中、令和5年度の当園は一輪のみの開花結果でした。

他の植物園に確認してみたところ、やはり開花も期待できない旨の回答をいただいております。当園ホームページ開花情報を閲覧し開花に期待している「ヒマラヤの青いケシ」の

根強い愛好家の方々も含め、園内植物の開花状況の問合せに対して丁寧に状況説明すると同時に、情報収集の継続と当園開花状況をリアルタイムでホームヘージで周知及び

その他

事業収支　　　　　Ａ－Ｂ -2,194,135 4,070

87,780 87,780 87,780

7,722,788 7,714,540 7,637,200

9,787,164 9,124,769

1,323,159

令和６年度

950,480 1,334,260 1,223,050

3,147,260 4,564,300 4,602,820

1

8,677,740 10,496,215 10,407,708 0

令和３年度 令和４年度 令和５年度

9,061,891

（ 単位：円 ）

令和７年度

0 0

0

4,580,000 4,597,655 4,581,838指定管理料

収入計

自主事業収入

利用料収入　　　　  Ｃ

10,871,875 10,492,145 10,385,050支出計

1 1 1 1

11 14 11

19,000 8,029 11,500 11,362 11,500 11,141来場者数

日本の典型的な植物モデルの設置、公開及び解説事業
植物に関する資料の収集、保管および展示事業
その他管理運営に必要な事業

令和７年度
目標 実績

令和６年度
目標

令和３年度
目標 実績

単位
実績

令和５年度
目標 実績

令和４年度
目標

17 6

1

指定管理施設事業評価票(令和５年度分）

観光経済 藤原観光

施設名
名称 日光市上三依水生植物園

所在地 日光市上三依682番地

（様式第３号）

指定管理者

名称 有限会社　山加園

代表者名 代表取締役　柏木　栄

14

住所 日光市柄倉736番地

補足説明

指定期間 令和3年4月1日 令和8年3月31日

選定方法 公募 評価実施年

施設設置目的

主な実施事業

人

回

回

成果指標

事業実施回数

研修会の参加率

5 年間

5 年間のうち 3

実績

年目



５．管理運営状況

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。
必要な資格、経験を有する人員が確保されている。
事業計画に即し、計画的に研修等を年1回実施している。
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切である。
外部委託業者に対して、協定書等を遵守させている。
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。
個人情報保護に関する法令を遵守している。
個人情報の漏えい、滅失等の事故防止策に対する研修を年1回行っている。
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。
協定書に従い、情報を適切に管理し、公表している。
業務日誌等を適切に整備、保管している。
点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。
協定書に従い、各報告書等を、市に提出している。
市、関係団体等との連絡調整を適切に行っている。
事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。
緊急時のマニュアルが整備され、年1回訓練を行っている。
避難経路が適切に確保されている。

協定書に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。
事故防止及び安全確保のための研修を年1回行っている。
利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。
利用者に対して、設備、備品等を適切に提供している。
言葉遣い、態度、服装等接遇が適切である。
事業計画に即し、受託事業を実施している。
施設の目的に沿った自主事業を実施している。
事業内容がサービス水準の向上に寄与している。
仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理等を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。
備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。
協定書に従い、適切に修繕を行っている。

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。
要望、苦情等を整理し、市に報告している。
利用者アンケート調査を実施し、その結果が妥当である。
利用実績は、目標水準である。

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っている。
収支予算書の範囲内で適正に予算執行している。
経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。
収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

（指定管理者自己評価）

（所管課評価）

※評価区分

評価基準 A (優良） ＝ 協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。

B（良好） ＝ 協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。

C（要改善） ＝ 一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。

※施設所管課は、指定管理者に対するモニタリングや事業報告書の内容等を踏まえ、評価します。

※数値が記載されているものに関しては、数値目標達成がＢ評価となります。

総括評価 A (優良） ＝ 評価項目のうち、Ａ判定が80%以上 総合評価 A (優良） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが含まれず、かつAが４つ以上ある。

B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外 B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外

C（要改善） ＝ 評価項目のうち、Ｃ判定が20%以上 C（要改善） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが２つ以上含まれる。

評価項目

B
B B
B B

B

法令遵守等

管理記録
B B
B B
B B

B B
B

B

緊急対応

施設管理
A B

連絡調整

B

「業務の内容・水準」に関する評価【１８項目】
経理事務

利用状況
総括

B
B

利用者対応

B
環境配慮率選考計画取組点検表において、（１）が取組項目の2/3に達している。

前年度総合評価 Ｂ（良好） 総合評価 Ｂ（良好）

収支状況
総括 「経費の収支等」に関する評価【４項目】

経費縮減

③
安
定
性

予算執行

B B
B B

B B

また、より一層誘客宣伝や魅力ある自主事業等を展開して、次年度以降の増客増収に期待する。

例年同様、経費削減に努めており、様々な自主事業も積極的に実施していることから、今後も継続して利用者拡大に努めてほしい。

A
B

A A
B A

維持管理
B B

B B
B B
B B

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行
の
確
認

総括 「業務の実施体制」に関する評価【１7項目】

情報公開

個人情報保護

外部委託

人員体制

B B
B B

B B
B

B B
B B

評価基準
指定管理者
自己評価

施設所管課
評価

初年度の赤字に対する指定管理期間中での黒字化計画で、今年度分の目標達成には届きませんでした。利用料金収入と自主事業収入微減となったが

支出削減を徹底した結果、黒字となった。入園料金見直し（８０歳以上の有料化）及びメディア・旅行会社等の連携を更に深めると共に、当園の売りである

利用者アンケート B B
B B
B B

所見
（成果・課題等）

集客の目玉である「ヒマラヤの青いケシ」の開花が激減したことによる来園者が減ってしまった事は残念であり、それに伴いわずかではあるが集客数が

目標値に届かなかったのは残念であった。「ヒマラヤの青いケシ」については、継続して様々な開花対策を講じながら集客できるように生育して欲しい。

②
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
評
価

B B
B B

「ヒマラヤの青いケシ」をしっかり開花させると共に、それに伴う当園の魅力発信提供及び来園者層の低年齢化を図り、増収案を模索していきます。

A広報活動

苦情等対応

環境配慮

事業運営

B

B B
B B

B B

B

B B
B B

B

A A

B B

B B

B


